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心理学的な理論と支援（高齢者心理学）
単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

4単位 R 1・2年

担当教員 加藤 伸司

■授業のテーマ �
生涯発達心理学の視点から高齢者や認知症者に関連する理論と全人的ケアの実践を理解する。

■授業の目的 �
福祉心理、社会福祉領域に共通する分野である高齢者心理学に関する専門知識と、支援にあたる基本姿勢を修得する。

■授業の到達目標 �
・高齢期の認知機能の低下やパーソナリティの変化、対人関係、欲求と適応など、心理学的諸問題を系統立てて理 

解し、説明できる。
・これまで通説としてとらえられてきた誤った高齢者像を科学的根拠に基づいて正し、説明できる。
・加齢が心身機能にどのような影響を与えるのかについて理解し、特に認知症の人と家族に対する心理学的援助法 

を理解し、説明できる。

■授業の概要 �
心理学の分野におけるこれまでの研究の多くは、乳幼児期から青年期、成人期を対象に行われたものが多く、特に

わが国における高齢者心理学の研究は乏しかったのが現状である。しかし急速に進んだわが国の高齢社会において、
心理学に期待される役割は大きい。 
「心理学的な理論と支援（高齢者心理学）」では、高齢期を生涯発達心理学的視点からとらえ、加齢が心身機能に及

ぼす影響について検討していく。特に高齢期における認知機能の変化やパーソナリティの変化、対人関係、欲求と適
応等の心理学的諸問題を系統的に理解し、これらの現象が高齢者の生活にどのような影響を与えていくのかをふまえ
た上で、高齢者及び認知症の人に対する心理学的な支援と具体的方法について考察する。

■在宅学修15のポイント �

テーマ（テキスト関連章） 学修内容（・キーワード） 学びのポイント
1 生涯発達心理学における

高齢期の理解
生涯発達心理学　ハヴィガースト　エリクソ
ン　ビューラー　サクセスフルエイジング
主観的幸福感

生涯発達心理学の観点から、高齢期の発達
理論を学修する。

2 心理学的側面から見た加
齢の考え方

加齢　研究法　個人間差異　個人内差異 加齢の考え方を身体的側面からだけではな
く、心理学的側面から理解する。

3 加齢が感覚・知覚機能
に及ぼす影響

視覚　視力　視野　色彩　順応　聴覚　
味覚　触覚

加齢が視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚な
どにどのような影響を与えるのかを理解す
る。

4 加齢が注意力に及ぼす
影響

持続注意　選択的注意　分割的注意 注意には、単純な注意集中から複雑な注意
集中があるが、加齢がどのような注意力に
影響を及ぼすのかを理解する。

5 加齢が反応に及ぼす影
響

反応時間　単純反応　選択反応　反応エ
ラー

加齢が反応時間の遅れにどのような影響を
及ぼすのかを理解する。

6 加齢に伴う記憶機能の
変化

感覚記憶　短期記憶　長期記憶　エピソード
記憶　意味記憶　手続き的記憶　忘却

記憶の保持時間や質的記憶に加齢がどの
ような影響を及ぼすのかを理解する。
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テーマ（テキスト関連章） 学修内容（・キーワード） 学びのポイント
7 加齢に伴う知的機能の

変化
定義　横断的研究　縦断的研究　縦列法　
結晶性知能　流動性知能　終末低下　認知
機能検査

加齢が知的機能にどのような影響を及ぼ
し、加齢による様々な変化の側面が知能低
下にどのような影響を及ぼすのかを理解す
る。

8 加齢が感情機能に及ぼ
す影響

喪失体験　感情表出能力　感情解読能力 人には様々な感情があるが、加齢が感情の
どのような側面に影響を及ぼすのかを理解
する。

9 加齢が人格に及ぼす影
響

性格変化の方向性　性格の安定性　ライ
チャードの類型

人は様々な人格を持っているが、加齢が人
格のどのような側面に影響を及ぼすのかを
理解する。

10 加齢に伴って起こる対人
関係の変化

心身機能の変化　役割の喪失　家族関係　
生活環境　地域活動

加齢に伴って起こる様々な変化が、高齢者
の対人関係にどのような影響を及ぼすのか
を理解する。

11 高齢者の欲求と適応 マスロー　ストレス反応　サクセスフルエイ
ジング　主観的幸福感　QOL

加齢が高齢者の欲求にどのような影響を及
ぼすのか、また高齢者の適応的な生活にど
のような影響を及ぼすのかを理解する。

12 認知症の理解① 原因疾
患別の特徴

アルツハイマー型認知症　血管性認知症　レ
ビー小体型認知症　前頭側頭型認知症

代表的な四大認知症の原因と特徴につい
て理解する。

13 認知症の理解② 認知症
の心理的特徴の理解

不安感　ケアの原則　パーソンセンタードケ
ア　心理的ニーズ　悪性の社会心理

認知症によっておこる症状が、心理面にど
のような影響を及ぼすのかを理解する。

14 認知症の家族の理解 介護負担　悪循環　家族関係　虐待防止　
QOL

認知症を介護する家族の課題を理解し、家
族の心理的側面にどのような影響を及ぼす
のかを理解する。

15 高齢期と死の問題の理
解

在宅死　心臓死　脳死　死の恐怖　キュー
ブラーロス　尊厳死　悲嘆のプロセス　ACP

高齢期と死の問題について、その受容過程
と遺された人の問題について理解する。

■レポート課題 �

課題 1
高齢者の心理学的諸問題について、これまで通説として知られてきたものが誤りであることが様々な研究
結果から明らかになってきている。このような問題を一つとりあげ、過去の通説が心理学的研究の結果か
らどのように明らかにされたのかについて自分自身の意見を交えて解説せよ。

課題 2 高齢期に多くみられる認知症について、その原因と種類、特徴などについて触れ、認知症高齢者および介
護家族に対する心理学的援助法について自分の意見を交えて解説せよ。

※提出されたレポートは添削指導を行い返却します。

■アドバイス �
　　　　　　「高齢者心理学」 「エイジング」 「老年学」 「認知症」ということばをキーワードに、現在刊行されてい

る学術論文や書籍を参考に、これまでの通説と新たな発見について簡潔にまとめ、自分自身の意見を取
り入れてまとめていく。

　　　　　　認知症高齢者に関する心理学的視点からの書籍や文献は少ないため、医学や看護、介護、福祉の視点
から書かれている書籍や文献も参考にし、自分自身の意見を取り入れて課題をまとめていく。

■評価の方法・基準 �
・課題レポートによる評価を行う（課題レポート66％、試験レポート34％）。
・評価は、高齢者の様々な事象に対する先行研究について客観的に記述されたものを評価する。
・先行研究に加え、自分なりの考察を加えているレポートであることを重要視する。

課題 1
アドバイス

課題 2
アドバイス
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